
様式第２号 

つ く ば 市 未 来 共 創 プ ロ ジ ェ ク ト 

企 画 提 案 書 

令和 8 年 5 月 18日改訂 

つくば市長 殿 

（政策イノベーション部科学技術戦略課扱い） 

所 在 地 東京都渋谷区本町 1-6-2 

商号又は名称 カシオ計算機株式会社 

代 表 者 氏 名 教育事業部 事業部長 佐藤 智昭 

つくば市未来共創プロジェクトに応募するため、別添のとおり関係書類を提出します。 

１ 提案名 

日本語学習アプリ利活用による外国人市民の日本語レベル向上とアプリ個人利用の実証

およびコミュニケーション創造による多文化共生の環境づくりの実証 

２ 提案者情報 

会社/機関/組織/学校名 

※個人事業主の場合は個人名 

カシオ計算機株式会社 

提案代表者名 ※役職も記載 
教育事業部 EdTech 戦略部 国内 EdTech 推進室 

内田 義之（役職：マスター） 

所在地 

※移転予定があれば記載 

〒151-8543 

東京都渋谷区本町 1-6-2 

設立年月日 

※和暦及び西暦を記載 

昭和 32 年（西暦 1957 年）6 月 1 日 

 

担当者氏名 

※所属や役職も記載 

教育事業部 EdTech 戦略部 国内 EdTech 推進室 

内田 義之（役職：マスター） 

連絡先（電話番号） 
080-5028-7578 

 

連絡先（メールアドレス） 
uch10183@casio.co.jp 

 

［企画提案書記載にあたっての留意事項］ 

・各項目について、簡潔に記載ください。必要に応じて図等を入れてください。 

・記載枠が足りない場合は、適宜、拡張できることとします。 

・なお、必要に応じて、本様式の補足資料を別途添付してください。 

（補足資料の例：提案する実証実験に関する既存の説明資料や企画提案資料等） 
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１ 未来技術及びサービス等の内容 

【未来技術・サービス等の内容】 

・本実証実験の核となる未来技術を記載してください。 

活用する未来技術 日本語学習用アプリケーション（発音判定機能搭載） 

※未来技術の例：AI・自動運転・ドローン・ビックデータ・サイバーセキュリティ・IoT・ネットワ

ーク・コンピューティング・ロボティクス等 

・上記に記載した未来の技術を用いたサービス・製品内容について、具体的に記載してください。 

 ・通じる日本語が習得できる音読学習機能 

 ・日本語発音とスピーキングの判定機能 

  ※つくば市 (株)プロンテストと産業技術総合研究所 共同開発の特許技術「プロンテストエンジン」搭載 

・教科書まるごと 1 冊分のボリューム（全 61レッスン・147パートのカリキュラム） 

 ⇒リスニングから発音・音読判定まで、必要な練習を網羅 

・WEB アプリのため、スマホやタブレットなど、使用する端末を選ばずレッスンできる 

２ つくば市の課題及び解決策 

本実証実験で、つくば市のどのような課題に対し、未来技術を活用してどのように課題を解決する

のか、また、どのような未来社会の実現に貢献するか記載してください。 

【つくば市の課題・未来技術を活用した解決方法】 

・解決したい本市の課題を記載してください。 

・未来技術を活用して、どのように本市の課題を解決するのか記載してください。 

 

「第 2 次つくば市グローバル化基本指針」推進のベースとなる日本人市民と外国人市民との 

良好なコミュニケーションを実現するために、誰でも簡単に・場所を選ばず・自分のペースで 

日本語の音読学習ができるアプリを提供し、発話機会を増やすことで日本語習得の促進を図る。 

【目指す未来社会像】 

・どのような未来社会の実現に貢献するか記載してください。 

 

日本人市民と外国人市民との日本語による良好なコミュニケーションにより、 

お互いの生活・文化を尊重し、分断を生まない社会を実現するための一助となる取り組みを実践し、 

外国人・日本人の区別なく、すべての人にとって住みやすい、全国のモデルケースとなる 

グローバル都市を目指す。 
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２ 実証実験内容の位置づけ 
今回の実証実験の提案内容が、「第３期つくば市戦略プラン」の個別計画又は「つくばスーパーサ

イエンスシティ構想」においてどこに位置づくのか、図１の戦略プランの施策体系又は図２のつく
ばスーパーサイエンスシティ構想の概要版から適するものを選び、示してください。位置づけとし
てふさわしいものがない場合は、「その他」欄にその詳細を記載してください。 

３ つくば市で行いたい実証実験の内容 

１に記載したつくば市の未来像の実現に向けて、どのような実証実験を行うのか、具体的な計画を

記載してください。実証実験を実施したい場所、必要なモニター、実施期間・回数、実施体制（組織、

スタッフ、役割分担）等を具体的に記載してください。 

 

実証実験：音読学習アプリのトライアル（無料）利用による日本語習得の効果検証 

対象範囲：つくば市内の外国人市民全員 

実施期間：2026 年度 

実証予定：2026 年 7 月 ライセンス付与とオンライン説明会実施 

     2026 年 7 月～12 月 半年間のトライアル実施（利用可能期間は 2027 年 3 月末まで） 

     2027 年 1 月 アンケート実施（利用者全員を対象） 

     2027 年 2 月 アンケート集計・フィードバック 

サポート：利用者からのオンライン問い合わせ対応 

４ 実証実験で検証したい内容 

３に記載した実証実験で検証したい内容を記載してください。 

  

位置づけ 

例 Ⅳ―３－① スーパーシティの推進 

Ⅲ－3－➀ 多文化共生の推進 

その他  

 

トライアルアンケート実施によるアプリの効果検証および改善点の可視化 

（アンケート案） 

・利用頻度および利用場面の確認（選択式） 

・日本語レベルの変化（5段階で評価） 

・コミュニケーション機会の変化（5段階で評価） 

・アプリに対する評価について（プラス評価・マイナス評価、選択式） 

・今後の利用意欲（選択式） 
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５ 市に求める支援 

３で記載した実証実験を行うために、具体的にどのような支援を求めるのか記載してください。 

６ 製品・サービス等の開発スケジュール 

実用化までのスケジュールを示し、提案時点の製品・サービスなどの開発の進捗状況（研究レベ

ル、試作段階（プロトタイプ）、製品化段階など）や開発上の課題等について記載してください。

また、今回の実証実験は、どの時点を対象とするのかを明確にしてください。 

 

・トライアル版アプリは開発済み（発売時期は調整中） 

※上記に収録されているレッスンカリキュラムのストーリーは高校生以上の方が対象 

（日本語レベルは N5～N4レベル向け） 

・小中学生向けのレッスンカリキュラムについては年内を目途に開発予定 

７ 実証実験の成果目標と今後の展開 

実証実験の実施により、どのような成果を目標とするのか、また、次のステップとして今後どのよ

うな展開を考えているのか。６製品・サービスなどの開発のスケジュールとの整合性を踏まえて記載

してください。 

 

・日本人市民と外国人市民との良好なコミュニケーションを実現するための学習ツールになるよう 

 ニーズ確認と機能強化ポイントを発掘する 

・小中学生向けレッスンカリキュラムの開発を前提に、つくば市様として継続利用頂ける 

学習ツールとしての定着を目指す（学習習慣化、次年度の予算化 等） 

・今回プロジェクトの事例化と全国への波及 

  

 

・今回ご提案させて頂く日本語学習アプリの対象者へのご案内と働きかけをお願い致します。 

※15 歳以上の外国人市民の方を対象にご案内をお願い致します。 

※以降はカシオと利用者が直接対応させて頂きます。 
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８ 想定されるリスクと安全対策 

３に記載した実証実験を行う上で、想定されるリスクと安全対策について記載してください。 

個人情報の取り扱いの有無 ☒あり  ☐なし 

 

配慮が必要な個人情報が含まれる情報の取り扱いについては、カシオと利用者との直接やり取り、 

もしくはアプリ開発協力会社の株式会社プロンテストにて直接対応させて頂きます。 

 

 

 

 

 

９ その他（任意） 

実証実験を通じて、将来的に社会実装が想定される製品・サービス等が想定しているマーケットや

社会実装に向けて障壁となる記載など、必要に応じて記入ください。 
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出典：第３期つくば市戦略プラン 

https://www.city.tsukuba.lg.jp/material/files/group/15/tsukuba_senryakuplan3.pdf 

図１ 戦略プランの施策体系図 
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出典：スーパーシティ型国家戦略特区 

https://www.city.tsukuba.lg.jp/material/files/group/17/teiansyogaiyou2.pdf 

図２ つくばスーパーサイエンスシティ構想の概要版 


